
「
ア
メ
リ
カ
の
食
」
と
い
え
ば
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に

代
表
さ
れ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
あ
る
い
は
巨
大
な

ス
テ
ー
キ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
世
界
中
か
ら
移
民
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
多
民
族
国
家
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
は
、
け
っ
し
て

そ
れ
だ
け
の
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
は
新
し
い
国
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
確
か

に
一
七
七
六
年
の
独
立
宣
言
か
ら
は
わ
ず
か
二
百
数
十

年
の
歴
史
で
は
あ
る
も
の
の
、
紀
元
前
二
五
〇
〇
〇
〜

一
二
〇
〇
〇
年
頃
、
ア
ジ
ア
か
ら
こ
の
大
陸
に
た
ど
り

つ
い
た
人
々
、
い
わ
ゆ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
食
の
知
恵
が
、

現
在
に
ま
で
生
き
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
現
在
、
世
界
有
数
の
農
業
国
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
農
産
物
の
七
分
の
四
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
ン
に
教
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
食
の
知
恵
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
や
っ
て
き
た
入
植
者
が
新
大
陸
で
生
き
延
び
る

際
に
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
食
の
交

流
を
語
る
も
の
と
し
て
、
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ

（Thanksgiving
Day

）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
サ
ン
ク

ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
は
、
独
立
記
念
日
と
並
ぶ
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
最
も
重
要
な
祝
日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に

は
、
日
本
の
正
月
の
お
節
料
理
の
よ
う
な
定
番
メ
ニ
ュ
ー

を
家
族
で
囲
む
。
食
卓
に
並
ぶ
の
は
、
七
面
鳥
の
丸
焼
き

や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
・
ソ
ー
ス
（
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
に
似
た
赤

い
実
を
煮
詰
め
た
、
甘
い
口
と
り
の
よ
う
な
も
の
）、
サ

コ
タ
ッ
シ
ュ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
豆
を
一
緒
に
煮
、
メ
イ

プ
ル
・
シ
ュ
ガ
ー
で
味
つ
け
し
た
も
の
）、
パ
ン
プ
キ

ン
・
パ
イ
な
ど
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
享
受
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
原
産

の
素
材
を
使
っ
た
も
の
だ
。
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ

イ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、
一
七
世
紀
初
期
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
入
植
し
て
き
た
人
々
が
、
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち

が
暮
ら
し
て
き
た
土
地
と
は
異
な
る
風
土
に
と
ま
ど
う

中
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は

の
食
材
の
栽
培
方
法
や
食
べ
方
を
伝
授
し
た
お
か
げ
で
飢

え
を
免
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
饗
宴
が
行
わ
れ
た
、
と
い

う
話
が
人
口
に
膾
炙

か
い
し
ゃ
し
て
い
る
。

サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
の
料
理
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
郷
土
料
理
に
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
調
理
方
法
を
生
み
出
し
た
も
の
が
少

な
く
な
い
。
七
面
鳥
や
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
な
ど
の
野
鳥
・

野
生
動
物
料
理
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
や
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
ピ
ー
カ
ン
・
ナ
ッ
ツ
、
多

種
多
様
な
キ
ノ
コ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ

ト
、
ア
ボ
カ
ド
、
ヤ
ム
と
呼
ば
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
…
ア
メ
リ
カ
の
大
地
が
生
み
出
し
た
豊
穣
な
実
り

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
っ
て
様
々
に
調
理

法
が
工
夫
さ
れ
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
入
植
者

た
ち
の
食
文
化
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、「
ア
メ

リ
カ
料
理
」
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
四
九
二
年
に
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

「
発
見
」
し
て
か
ら
後
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
が
始
ま

ろ
う
と
い
う
頃
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に
よ
る
植
民
が
始
ま
る
。
一
五
六
五
年
に
ま
ず

ス
ペ
イ
ン
が
フ
ロ
リ
ダ
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン

に
、
続
い
て
一
六
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
タ
ウ
ン
を
建
設
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
た
ち
（
メ
イ
フ
ラ
ワ

ー
号
で
渡
っ
た
一
○
二
人
の
清
教
徒
）
が
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
の
プ
リ
マ
ス
に
上
陸
し
た
の
は
一
六
二
〇
年
、

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
メ

イ
ン
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
、

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
各
州
）
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
入
植
民
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
（
清
教
徒
）
が
多
く
移

住
し
、
彼
ら
は
後
に
ア
メ
リ
カ
北
部
発

展
の
牽
引
役
を
果
た
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
食
文
化
に
お
い
て
も
、
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
の
生
活
様
式
や
思
考
方
法

は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
宗
教
的
な
教

11

紀
元
前
二
万
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の
大
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食
文
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世
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入
植
者
た
ち
の
食
生
活

サンクス・ギビング・デイ（感謝祭）の食卓風景



え
に
根
ざ
し
た
禁
欲
的
態
度
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
は
名
ば
か
り
の
、
イ

ギ
リ
ス
本
国
と
は
ま
っ
た
く
違
う
気
候
や
風
土
に
あ
っ

て
、
入
植
者
た
ち
は
、
早
々
に
飢
え
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の

助
け
も
あ
っ
て
、
少
し
ず
つ
生
活
を
軌
道
に
乗
せ
て
は

い
っ
た
も
の
の
、
こ
の
地
方
特
有
の
長
く
厳
し
い
冬
は
、

そ
の
後
も
入
植
者
た
ち
の
食
生
活
に
一
定
の
枷か

せ
を
与
え

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
収
穫
が
終
わ
る
秋
が
過
ぎ
る
頃

に
は
、
人
々
は
冬
を
越
す
た
め
の
食
糧
の
貯
蔵
を
終
え

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
冬
中
通
し
て
倹
約
に
い
そ
し

む
必
要
が
あ
っ
た
。
冬
の
間
、
毎
日
食
卓
に
並
ん
だ
の

は
、
貯
蔵
さ
れ
た
塩
漬
け
豚
肉
や
乾
燥
豆
を
使
っ
た
単

調
な
料
理
で
あ
り
、
春
に
な
る
と
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー

作
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
夏
か
ら
秋
ま
で
は
、
肉

に
代
わ
っ
て
、
乳
製
品
が
人
々
の
栄
養
源
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
入
植
者
た
ち
は
、
美
食
を

罪
と
し
、
身
を
養
う
に
十
分
な
食
物
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ

で
よ
し
、
と
い
う
、
清
教
徒
的
禁
欲
精
神
の
持
ち
主
で

あ
っ
た
。
同
じ
も
の
を
食
べ
続
け
て
も
、
神
が
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
恵
み
に
不
平
を
い
う
こ
と
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
、
ど
ん
な
に
粗
末
な
食
事
で
も
、
そ
れ
で
飢
え
か

ら
救
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
彼
ら
は
食
卓
に
つ
い

た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

は
豊
富
な
食
材
が
実
る
土
地
で
あ
っ
た
。
ロ
ブ
ス
タ
ー

や
蛤
、
牡
蠣
を
は
じ
め
と
す
る
海
の
幸
が
ふ
ん
だ
ん
に

獲
れ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
な
ど
ベ
リ
ー

類
が
豊
か
に
実
り
、
今
で
も
名
産
の
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
を
恵
む
楓
の
森
が
広
が
る
。
七
面
鳥
や
鹿
、
野
ウ
サ

ギ
な
ど
の
野
生
動
物
や
野
鳥
の
肉
、
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
…
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

特
産
品
は
数
え
切
れ
な
い
。
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
食
材
を
使
っ
て
、
入
植
者
た
ち
は
祖
国
イ
ギ
リ

ス
の
料
理
を
作
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
た
ミ
ル
ク
、
卵
に
調
味
料
を
入
れ
て

作
っ
た
コ
ー
ン
・
プ
デ
ィ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
名
物
の

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に
つ
き
も
の
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
プ

デ
ィ
ン
グ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
料
理
の
ル
ー
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
ら
な
い
。
新
大
陸
め
ざ
し
て
入
植
し

て
き
た
中
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
よ
う
に
禁
欲
的
で

な
い
人
々
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
七

一
八
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
オ
ル
レ

ア
ン
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
八
〇
三
年
に
ア
メ
リ
カ
に
割
譲
さ
れ
る
ま

で
の
半
世
紀
ほ
ど
、
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
も
受
け
た
こ
の

地
か
ら
は
、「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ

る
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
中
で
も
独
特
の
食
文
化
が
生
ま

れ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
食
材
を
使
っ
て
イ
ギ
リ
ス
料
理
を
作
っ
た
よ
う
に
、

「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
も
、
土
地
の
産
物
を
フ

レ
ン
チ
の
技
法
で
調
理
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
に

は
、
も
ち
ろ
ん
元
々
住
ん
で
い
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ

リ
カ
ン
、
さ
ら
に
は
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ア

フ
リ
カ
系
や
西
イ
ン
ド
諸
島
の
黒
人
た
ち
の
食
文
化
も

含
ま
れ
て
い
る
。「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
の
代

表
料
理
に
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
や
エ
ビ
の
エ
ト
フ
ェ
（
フ
レ

ン
チ
の
技
法
の
ひ
と
つ
で
、
ス
ー
プ
な
ど
で
煮
込
む
料

理
）
や
ワ
ニ
肉
が
入
っ
た
ガ
ン
ボ
（
具
だ
く
さ
ん
の
濃

厚
な
ス
ー
プ
。
フ
レ
ン
チ
の
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
に
影
響
を

受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
）、
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
（
ス
パ
イ

ス
の
効
い
た
炊
き
込
み
ご
飯
。
ス
ペ
イ
ン
の
パ
エ
リ
ヤ

に
似
せ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
）
な
ど
が
あ
る
。

禁
欲
的
で
な
い
、
と
い
え
ば
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八

世
紀
に
か
け
て
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
移
住
し
た
ド
イ

ツ
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
孫
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・

ダ
ッ
チ
は
、
く
ず
肉
を
集
め
た
料
理
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ル

や
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ピ
ク
ル
ス
な
ど
、
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
に
通
じ
る
質
素
で

倹
約
を
旨
と
す
る
料
理
を
得
意
と
し
た
。
し
か
し
、

大
き
な
違
い
は
、「
食
べ
物
を
無
駄
に
す
る
よ
り
は
胃

袋
を
破
裂
さ
せ
る
方
が
ま
し
で
あ
る
」
と
い
う
格
言
が

あ
る
ほ
ど
の
大
食
漢
で
あ
り
、
彼
ら
は
非
常
に
強
く
食

に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
・
ダ
ッ
チ
は
非
常
に
甘
い
も
の
好
き
で
、
日
に
三
度

パ
イ
を
食
べ
（
ミ
ー
ト
パ
イ
の
よ
う
な
甘
く
な
い
も
の

も
含
ま
れ
て
は
い
た
が
）、
朝
食
に
ジ
ャ
ム
や
糖
蜜
が

入
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
、
収
穫
時
の
「
十
時
の
お
や
つ
」
に

は
、
粉
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
ド
ー
ナ
ツ
を
つ
ま
ん
だ
。
ち

な
み
に
、
現
在
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、
真
ん
中
に
穴
の
開
い

た
ド
ー
ナ
ツ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・
ダ
ッ
チ
の
そ
れ

が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。

南
部
で
は
、
大
規
模
農
場
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

で
栽
培
さ
れ
る
タ
バ
コ
、
綿
、
砂
糖
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
輸
出
さ
れ
、
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
た
め
、

早
く
か
ら
富
裕
層
が
形
成
さ
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は

客
を
招
い
て
の
晩
餐
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
宿
泊
し
た
客
は
、
朝
食
か
ら
肉
類
、

果
物
に
ア
ル
コ
ー
ル
付
き
の
豪
勢
な
食
事
で
も
て
な
さ

れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
歓
待
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
力
と
し
て
、
早
く

も
一
七
〇
〇
年
代
か
ら
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
が
連
れ
て

来
ら
れ
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
料
理
上
手
と
評
判
が
高
く
、

主
人
一
家
さ
ら
に
は
大
勢
の
客
人
の
食
事
を
作
る
料
理

人
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
。
彼
ら
が
ア
フ
リ
カ
か
ら

携
え
て
き
た
オ
ク
ラ
、
ご
ま
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ブ
ラ
ッ

ク
・
ア
イ
ド
・
ピ
ー
な
ど
は
、
南
部
料
理
の
主
要
な
材

料
と
な
っ
た
。
ま
た
、
南
部
で
は
豚
肉
が
非
常
に
好
ま

れ
、
特
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
飼
料
に

し
て
育
っ
た
豚
を
燻
し
て
作
る
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ハ
ム
は
、
そ
の
肉
の
柔
ら
か
さ
が
類
を
見
ず
、
ビ
ク
ト

リ
ア
女
王
へ
の
献
上
品
に
も
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

一
七
世
紀
初
期
か
ら
始
ま
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る

入
植
の
時
代
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
が
始
ま
る

の
が
一
七
七
五
年
で
あ
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
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一
七
五
五
年
か
ら
一
七
六
三
年
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス

人
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
連
合
軍
を
相
手
に

し
た
植
民
地
戦
争
な
ど
、海
外
植
民
地
を
め
ぐ
っ
て
列
強

諸
国
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
の
莫
大
な
戦
費

に
よ
る
赤
字
解
消
の
た
め
、
す
で
に
経
済
的
繁
栄
を
謳

歌
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
領
一
三
植
民
地
へ
の
課
税

を
強
め
た
。
一
七
七
三
年
の
ボ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
は
、
そ
う
し
た
一
連
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
課
税
強

化
政
策
の
ひ
と
つ
、
紅
茶
に
か
け
ら
れ
た
関
税
の
高
さ

に
対
す
る
抗
議
行
動
で
あ
り
、
そ
の
二
年
後
に
始
ま
る

独
立
戦
争
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

ボ
ス
ト
ン
港
に
つ
な
が
れ
た
イ
ギ
リ
ス
船
の
紅
茶
の
積

み
荷
三
四
二
箱
が
海
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ

の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
事
件
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
人
の
コ

ー
ヒ
ー
好
き
に
も
一
役
買
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
れ
ま

で
の
入
植
者
た
ち
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
人
同
様
、
非
常

に
紅
茶
を
好
む
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
相
次
ぐ
紅

茶
に
対
す
る
課
税
に
よ
り
、
人
々
は
イ
ギ
リ
ス
の
暴
虐

を
象
徴
す
る
紅
茶
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
行
動
を

と
り
、
そ
れ
は
七
年
間
に
わ
た
る
独
立
戦
争
の
間
続
け

ら
れ
た
。
紅
茶
の
代
わ
り
に
、
コ
ー
ヒ
ー
や
、「
リ
バ

テ
ィ
・
テ
ィ
ー
」
と
当
時
の
人
々
が
呼
ん
だ
、
一
種
の

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
が
飲
ま
れ
た
と
い
う
。

一
七
七
六
年
に
独
立
宣
言
、
そ
の
後
、
独
立
戦
争
の

指
揮
官
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
初
代
大

統
領
に
就
任
す
る
の
が
一
七
八
九
年
で
あ
る
。
建
国
当

時
の
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
の
食
生
活
を
か
い
ま
見
て
み

よ
う
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
主
で
も

あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
他
の
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
主
同
様
、
客
を
招
い
て
の
晩
餐
を
好
ん
だ
。
当
時

の
慣
例
と
し
て
晩
餐
は
三
時
に
始
ま
り
、
自
身
の
農
場

か
ら
の
農
産
物
、
近
郊
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
か
ら
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
、
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
て
よ
く
太
っ
た
豚
、
野

鳥
や
野
生
動
物
の
肉
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ハ
ム
、
そ
し
て

果
樹
園
で
と
れ
た
り
ん
ご
や
桃
の
自
家
製
ブ
ラ
ン
デ
ィ

な
ど
が
供
さ
れ
た
と
い
う
。
当
時
人
気
の
あ
っ
た
ア
ー

テ
ィ
ー
チ
ョ
ー
ク
は
し
ば
し
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
好
物
の
サ

ラ
ダ
に
入
れ
ら
れ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
他
に
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
と
マ
デ
イ
ラ
・
ワ
イ
ン
を
大
変
好
ん
だ
と
い
う
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ラ
ン
シ

ス
・
タ
バ
ー
ン
」
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
好
ん
だ
と
い

わ
れ
る
料
理
、
た
と
え
ば
、
チ
キ
ン
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
ラ

イ
ス
添
え
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
風
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ

ダ
ー
、
ア
ッ
プ
ル
・
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
ク
リ
ー
ム
添
え
な

ど
を
今
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

独
立
宣
言
起
草
者
で
も
あ
る
第
三
代
大
統
領
、
ト
ー

マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
も
グ
ル
メ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
や
は
り
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

主
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
初
め

て
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
な
ど
、
法
律
や
外
国
語
、
美
術
、

建
築
な
ど
彼
が
才
能
を
発
揮
し
た
他
の
分
野
同
様
、
農

芸
科
学
者
と
し
て
も
第
一
級
の
才
能
を
み
せ
た
。
当
時
、

ト
マ
ト
は
毒
が
あ
る
と
人
々
に
思
わ
れ
て
い
た
の
で
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
自
ら
ト
マ
ト
に
か
ぶ
り
つ
い
て
、

食
べ
て
も
大
丈
夫
、
と
証
明
し
て
み
せ
た
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
公
使
と
し
て
五
年
ほ
ど
パ
リ
に
滞
在
す
る

と
い
う
経
験
は
当
然
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
食
通
の
レ

ベ
ル
を
よ
り
一
層
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
愛
し
、
黒
人
奴
隷
の
コ
ッ

ク
を
フ
ラ
ン
ス
に
連
れ
て
行
き
、
優
れ
た
フ
レ
ン
チ
の

シ
ェ
フ
た
ち
か
ら
教
え
を
受
け
さ
せ
た
。
ま
た
、
元
々
、

ワ
イ
ン
通
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、「
外
交
よ

り
熱
心
」
と
陰
口
を
叩
か
れ
る
ほ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
の
ワ
イ
ン
産
地
め
ぐ
り
に
熱
中
し
て
い
る
。
彼
は
、

上
等
な
ワ
イ
ン
に
お
い
し
い
食
事
が
外
交
に
不
可
欠
、

と
信
じ
て
お
り
、
大
統
領
在
任
中
の
豪
華
な
晩
餐
会
の

費
用
は
し
ば
し
ば
大
統
領
の
給
与
で
は
ま
か
な
え
ず
、

彼
個
人
の
財
産
で
補
填
し
た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
好
物
の
ひ
と
つ
、
マ
カ
ロ
ニ
・

ア
ン
ド
・
チ
ー
ズ
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
彼
が
持
ち
帰
っ

た
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
と
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
で
作
っ
た

彼
の
「
発
明
」
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
で
も
ア
メ
リ
カ
人

の
好
物
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
作
り
方
を
習
い
覚
え
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
当

時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
手
に
入
ら
な
か
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
作
り
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
、
氷
に
塩
を
加

え
た
樽
の
中
で
ク
リ
ー
ム
を
攪
拌
す
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
・
マ
シ
ー
ン
を
考
案
し
た
り
し
て
い
る
。

現
代
の
ア
メ
リ
カ
の
食
に
対
す
る
評
判
は
け
っ
し
て

高
く
は
な
い
が
、
建
国
当
時
の
ア
メ
リ
カ
料
理
は
ま
ず

く
な
か
っ
た
、
と
い
う
証
人
の
ひ
と
り
に
、
か
の
ブ
リ

ヤ
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
、
二
年

ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
亡
命
し
て
い
た
稀
代
の
美
食
家

は
、
一
七
九
四
年
に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
を
訪
れ
て
、
コ

ー
ン
ビ
ー
フ
や
ガ
チ
ョ
ウ
の
煮
込
み
、
マ
ト
ン
の
も
も

肉
、
豊
富
な
野
菜
な
ど
を
楽
し
ん
だ
、
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
大
陸
の
食
材
で
あ
る
七
面
鳥

の
狩
り
に
招
か
れ
た
彼
は
、
そ
の
肉
の
味
わ
い
は
最
高

だ
っ
た
、
と
誉
め
た
と
い
う
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
事
情
の
豊
か
さ
を
証
明
す

る
も
の
と
し
て
、
体
格
の
推
移
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
国

の
成
人
の
平
均
身
長
は
、
二
な
い
し
三
世
代
前
か
ら
の

栄
養
状
態
の
水
準
の
反
映
で
あ
る
。
一
七
世
紀
初
め
の

入
植
初
期
、
白
人
の
入
植
者
た
ち
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
背
が
低
か
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
だ
け
栄
養
状
態
が
悪
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
一

八
世
紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ
が
独
立
す
る
ま
で
に
は
驚
異

的
な
伸
び
を
み
せ
、
五
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ン
チ
（
約
一
七

二
・
七
二
セ
ン
チ
）
と
、
二
〇
世
紀
半
ば
の
ア
メ
リ
カ

人
の
平
均
身
長
と
ほ
ぼ
同
じ
体
格
に
達
し
た
。
わ
ず
か

一
五
〇
年
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
食
糧
事
情
は
飛
躍

的
に
進
化
し
た
の
で
あ
る
。「
一
日
に
三
回
肉
を
食
べ
、

し
か
も
三
食
そ
れ
ぞ
れ
の
量
は
半
端
で
は
な
い
」
と
、

一
八
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
、

南
北
戦
争
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
人
が
有
り

余
る
ほ
ど
の
食
糧
を
享
受
し
て
い
る
さ
ま
に
驚
嘆
し
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
「
七
、
八
種
類
の

料
理
を
六
分
ほ
ど
で
平
ら
げ
て
し
ま
う
ア
メ
リ
カ
紳
士

た
ち
」
と
記
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、

体
格
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
人
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
大
食
漢
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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14

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
料
理

こ
の
頃
、
一
八
世
紀
前
半
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
に

多
様
性
が
増
し
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。「
肉
と
パ
ン
」

以
外
の
食
物
、
た
と
え
ば
野
菜
の
生
産
が
増
え
、
夏
野

菜
と
冬
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
食
卓

に
並
ぶ
食
品
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
出
て
き
た
。
北
部
で
は

じ
ゃ
が
い
も
が
、
南
部
で
は
さ
つ
ま
い
も
が
広
く
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
事
に
お
け
る
野
菜
の
量
が
増

え
た
こ
と
で
、
人
々
は
単
調
な
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
か
ら
く
る
病

気
、
た
と
え
ば
壊
血
病
に
対
す
る
抵
抗
力
も
増
し
た
。

一
九
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
香
辛
料
、
砂
糖
、
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
嗜
好
品
も
広
く
行
き
渡
る
よ
う
に
な

る
。
裕
福
な
階
級
が
独
占
し
て
い
た
贅
沢
品
、
紅
茶
も
、

一
八
世
紀
後
半
に
は
日
常
的
飲
み
物
と
な
っ
て
い
た
。

コ
ー
ヒ
ー
は
紅
茶
以
上
に
急
速
に
普
及
し
、
一
八
〇
〇

年
か
ら
四
〇
年
の
間
に
、
消
費
量
は
五
倍
に
増
え
た
。

ま
た
、
一
八
二
〇
年
代
以
降
の
禁
酒
運
動
の
高
ま
り
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
替
品
と
し
て
、
水
や
コ
ー
ヒ
ー
、
紅

茶
の
消
費
を
一
層
う
な
が
す
こ
と
と
な
っ
た
。
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
の
消
費
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
入
れ

る
砂
糖
や
糖
蜜
の
消
費
量
も
急
速
に
増
え
、
一
八
三
三

年
の
平
均
的
労
働
者
家
庭
の
食
費
の
概
算
に
よ
る
と
、

砂
糖
と
紅
茶
に
対
す
る
支
出
は
肉
へ
の
支
出
を
上
回
っ

て
い
た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

一
九
世
紀
前
半
は
、
食
の
贅
沢
化
が
進
ん
だ
時
期
で

も
あ
っ
た
。
一
七
八
九
年
に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命

に
よ
っ
て
、
パ
リ
に
い
た
シ
ェ
フ
が
多
数
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
、
パ
リ
風
の
高
級
料
理
を
ア
メ
リ
カ
人
に
広
め

る
こ
と
と
な
る
。
一
八
二
八
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
パ
リ
風
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン「
デ
ル
モ
ニ
コ
」が
開
店
し
、

裕
福
な
商
人
た
ち
は
、
ア
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
数
十
種
類
の
肉
と
魚
料
理
、
そ
し
て
貯
蔵

室
に
蓄
え
ら
れ
た
百
種
以
上
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

一
八
二
〇
年
代
ま
で
に
は
、
氷
冷
蔵
庫
が
一
般
化
し
、

都
市
の
富
裕
階
級
は
、
夏
の
期
間
中
、
牛
乳
、
バ
タ
ー
、

野
菜
、
生
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
一
方
、

貧
富
の
差
も
拡
大
し
、
都
市
の
貧
困
労
働
者
階
級
や
貧

し
い
田
舎
の
農
民
は
、
パ
ン
よ
り
も
安
い
じ
ゃ
が
い
も

を
主
食
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
黒
人
奴
隷
た
ち
も
、

肉
や
砂
糖
を
口
に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
大
部
分
を
依
存
し
て
い
た
。

人
々
が
よ
り
裕
福
に
な
り
、
食
事
が
贅
沢
で
多
様
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
「
改
革
論
者
」

も
出
現
し
た
。
有
名
な
の
は
、
今
で
も
グ
レ
ハ
ム
・
ク

ラ
ッ
カ
ー
と
い
う
全
粒
粉
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
名
を
残
し

て
い
る
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
グ
レ
ハ
ム
で
あ
る
。
長
老

教
会
派
の
牧
師
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
豊
か
な
中
流
階
級

は
過
食
の
度
が
過
ぎ
、
飽
食
状
態
で
あ
り
、
精
力
過
多

で
あ
る
と
批
判
し
、
肉
の
摂
り
す
ぎ
、
香
辛
料
と
刺
激

物
、
精
製
さ
れ
た
粉
で
作
っ
た
パ
ン
や
菓
子
の
食
べ
過

ぎ
は
、
肉
体
的
に
は
消
化
不
良
と
い
う
病
を
、
精
神
面

で
は
心
の
落
ち
こ
み
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
た
。
彼
の

主
張
は
、
都
市
の
一
定
の
階
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
彼

ら
は
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
肉
を
完
全
に
断
ち
、
水
を

飲
み
、
荒
く
精
製
さ
れ
た
田
舎
風
の
黒
い
パ
ン
を
主
食

に
し
た
。
現
代
ア
メ
リ
カ
で
も
盛
ん
な
健
康
食
の
は
じ

ま
り
の
ひ
と
つ
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
は
西
部
へ
の
「
膨
張
」
を
続
け

て
い
た
。
一
八
三
〇
年
代
の
初
め
か
ら
、「
辺
境
」
と

呼
ば
れ
た
西
部
地
域
へ
の
人
々
の
移
住
が
始
ま
り
、
一

八
四
八
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
金
鉱
が
発
見
さ

れ
、
東
部
か
ら
人
々
が
熱
狂
的
に
集
ま
っ
て
き
た
。

「
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
」
で
あ
る
。「
今
や
ア
メ
リ
カ

大
陸
に
は
『
辺
境
』
と
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
た
」
と

国
勢
調
査
局
が
宣
言
し
た
一
八
九
〇
年
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
は
「
西
部
辺
境
」
の
時
代
に
入
る
。
人
々
は
全
財
産

を
積
ん
で
、
幌
馬
車
や
乗
り
合
い
の
駅
馬
車
で
遙
か
な

旅
路
を
西
へ
と
進
ん
だ
。
小
麦
粉
、
ベ
ー
コ
ン
、
コ
ー

ヒ
ー
、
砂
糖
、
乾
燥
豆
、
塩
、
こ
し
ょ
う
な
ど
の
調
味

料
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
積
み
込
み
、
缶
詰
や
乾
燥
野

菜
を
携
帯
し
た
。
旅
の
食
事
は
単
調
で
、
朝
食
は
ベ
ー

コ
ン
と
乾
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
、
昼
食
や

夕
食
に
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、
ド
ラ
イ
・
ア
ッ
プ
ル
の

シ
チ
ュ
ー
、
ベ
ー
コ
ン
、
堅
パ
ン
な
ど
が
並
ん
だ
。

元
々
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
食
で
あ
っ
た

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
肉
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
乾
燥
さ

せ
、
細
か
い
粉
末
状
に
し
た
ペ
ミ
カ
ン
も
、
旅
行
中
の

大
事
な
栄
養
源
で
あ
っ
た
。
調
理
は
野
外
の
た
き
火
の

鍋
ひ
と
つ
で
行
わ
れ
、
塩
漬
け
の
豚
肉
か
ベ
ー
コ
ン
と

豆
を
煮
込
ん
だ
ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
ン
ズ
は
、
大
量

に
作
っ
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
食
べ
続
け
ら
れ
た
。

ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
ン
ズ
は
、
南
北
戦
争
後
か
ら

一
八
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
全
盛
だ
っ
た
カ
ウ
ボ
ー
イ
た

ち
の
主
食
で
も
あ
っ
た
。
南
北
戦
争
後
、
東
部
で
牛
肉
の

消
費
量
が
増
え
、
肉
牛
の
産
地
で
あ
る
テ
キ
サ
ス
か
ら
カ

ン
ザ
ス
な
ど
北
部
の
鉄
道
駅
ま
で
牛
を
生
き
た
ま
ま
運
ぶ

必
要
が
生
じ
、
そ
の
運
び
手
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
カ
ウ

ボ
ー
イ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
テ
キ
サ
ス
の
牛
は
、
ス
ペ

イ
ン
人
た
ち
が
持
ち
込
ん
で
き
た
牛
た
ち
の
子
孫
と
さ
れ

て
い
る
。
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
は
、
チ
ャ
ッ
ク
ワ
ゴ
ン
と
呼

ば
れ
る
炊
事
を
す
る
た
め
の
馬
車
、
そ
し
て
ク
ッ
キ
ー
と

呼
ば
れ
た
調
理
人
と
共
に
旅
を
し
た
。

開
拓
者
や
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
の
移
動
料
理
は
、
長
旅

の
最
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
食
を
楽
し
む
と
い
う
点

は
か
な
り
な
お
ざ
り
に

さ
れ
た
が
、
簡
単
に
作

れ
て
、
手
軽
に
食
べ
ら

れ
、
そ
れ
ひ
と
つ
で
激

し
い
労
働
や
旅
の
疲
れ

を
癒
す
だ
け
の
カ
ロ
リ

ー
を
と
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
た
。
現
代
ア

メ
リ
カ
の
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
や
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
る
だ
け
の
Ｔ
Ｖ

デ
ィ
ナ
ー
は
、
こ
う
し

た
移
動
用
料
理
の
末
裔

の
よ
う
に
思
え
る
。

全財産を積んで、西部への旅路を進む幌馬車の群れ
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